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５－１　理想像の設定
　本市は、これまで豊かな自然環境に恵まれ、良質な原水を用いて安全な水道水を供給する体制を築いてきました。しかし、近年、水道事業を取り巻く環境は、大きく変化しており、病原性微生物や化学物質など多様化かつ複雑化する水質問題への対応や、老朽化に伴い更新時期を迎えた水道施設の更新や再構築が必要な時期になっています。
　これらのことから、島原市の水道事業の理想像は、地方公営企業としての立場と責務を念頭におき、平成24年度に策定した「島原市水道ビジョン」の理想像を引き継ぎ、
「豊かな自然に育まれた水緑のまち　しまばら　～安全でおいしい水をいつまでも～」
という基本理念をもって、水道事業の維持・運営の継続を目指していきます。
５－２　目標の設定
　島原市の水道事業が、現状の課題を解消するとともに、基本理念（将来像）として掲げた「豊かな自然に育まれた水緑のまち　しまばら　～安全でおいしい水をいつまでも～」の実現を目指し、次に示す3つの視点から目標を設定し、将来の社会環境の変化にも追従できる水道を構築していきます。

　島原市の水道は、表流水に比べて清浄で良質な地下水（深井戸）の水源を活用し、水道水質基準に適合する安全な水道水をこれまで供給してきました。一方、良質かつ豊富な水源に恵まれた地域特性から、市民の中には、飲用可能なおいしい水を市内の湧水に求めたり、健康への志向が高まりからか、ボトルウォーターや家庭用浄水器を購入し、水道水をそのまま飲用する機会が減少してきています。
このような中、本市の水道には安全性はもとより、おいしさも求められていることから、将来にわたって「いつもの快適な水道」を目指していきます。


島原市の水道は、平成18年度の合併以降、市内の個々の水道施設が抱える課題を解決するため、水道システムの再構築を念頭に、老朽化した水道施設の更新を行ってきました。
水道施設の更新にあたっては、いつ、どこで起こるか分からない大規模地震の発生時も、最低限の給水を確保するための耐震化も合わせて実施しています。また、将来にわたって水道サービスの提供を持続するために不可欠であり、計画的かつ継続して実施していく必要があります。
このような中、本市の水道には強さとしなやかさの両方が求められていることから、将来にわたって「いつでも頼れる水道」を目指していきます。

島原市の水道は、平成18年度の合併以降、水道サービスの維持・向上を目指し、水道施設の更新や耐震化、新規水源の開発などの事業を実施してきました。事業に必要な財源は、水道料金として得られる給水収益のほか、国からの補助金や企業債を活用し、どうにか賄ってきました。一方、水道施設の健全性を維持・運用するためには、事業の実施に必要かつ十分な財源や職員の確保が難しくなってきています。
このような中、本市の水道には水道サービスと健全経営の持続が求められていることから、将来にわたって「いつまでも健全な水道」を目指していきます。





図5.1　島原市水道事業ビジョンの将来像と基本施策（令和3年3月）（再掲）
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１ 安全な水道（いつもの快適な水道）
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２　強靭な水道（いつでも頼れる水道）





３ 持続可能な水道（いつまでも健全な水道）
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基本施策（目標）





主な施策項目





安全な水道（いつもの快適な水道）





（Ｆ）緊急時給水拠点の整備





（Ｈ）需給バランスの確保





（Ｍ）人材育成と技術の継承





（Ｎ）利用者ニーズの把握と情報公開





（Ａ）水道水源の保全対策





（Ｃ）おいしい水の提供





（Ｅ）基幹的な水道施設の耐震化





（Ｂ）より良質な水道水の供給





（Ｄ）貯水槽水道や給水装置への関与





強靭な水道（いつでも頼れる水道）





（Ｇ）広域連携の強化





持続可能な水道（いつまでも健全な水道）








（Ｉ）水道施設の計画的な更新





（Ｊ）適正な水道料金の設定





（Ｋ）健全な財務体質の維持





（Ｌ）効率的な執行体制の構築





（Ｏ）環境負荷の低減










